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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡ通信システムによる無線通信方法において、
　セル識別シーケンスを含むダウンリンク信号を基地局から移動局へ送信し、
　前記セル識別シーケンスはダウンリンク信号のダウンリンクサブフレーム毎に時間的に
プリアンブルの先頭のシンボルとしてまたはそのプリアンブルの一部分として含まれてお
り、
　前記セル識別シーケンスはセル識別シーケンスのセットの１つであり、基地局と、基地
局のセルセクタを識別するように指定されており、
　ダウンリンク信号の各ダウンリンクサブフレームにおいて、時間的にセル識別シーケン
スに後続して少なくとも１つのデータシンボルを含み、
　ダウンリンク信号のＬ個（Ｌは１以上の整数）のサブフレーム毎に、セル識別シーケン
スに時間的に後続して１つのシンボルが配置されており、その１つのシンボルは移動局が
通信することのできる基地局の少なくとも一部に共通しているシーケンスの複数のコピー
により構成されている無線通信方法。
【請求項２】
　シーケンスは基地局全てに共通している請求項１記載の方法。
【請求項３】
　基地局は複数の異なるグループに分割され、各グループは複数の基地局を有し、シーケ
ンスは基地局の１つのグループに共通し、１つのグループから別のグループへ変化する請
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求項１記載の方法。
【請求項４】
　シンボルはさらに、複数のシーケンスのコピーの時間的に次の位置に、長いシーケンス
の複数のコピーを含み、その長いシーケンスはシーケンスよりも時間的に長い請求項１記
載の方法。
【請求項５】
　基地局は複数の異なるグループに分割され、各グループは複数の基地局を有し、長いシ
ーケンスはグループ識別シーケンスであり、基地局の１つのグループに対して共通してい
る請求項４記載の方法。
【請求項６】
　シンボルはさらに、複数のシーケンスのコピーの時間的に前に位置されている循環プレ
フィックスを含み、その循環プレフィックスはシーケンスの最後のセグメントのコピーで
ある請求項４記載の方法。
【請求項７】
　シンボルはさらに、複数のシーケンスのコピーの時間的に前に位置されている循環プレ
フィックスを含み、その循環プレフィックスはシーケンスの最後のセグメントのコピーで
ある請求項１記載の方法。
【請求項８】
　シンボルは時間的に先頭シンボルの後であり、少なくとも１つのデータシンボルの前に
位置されている請求項１記載の方法。
【請求項９】
　シンボルはポストアンブルとしてサブフレームの時間的に最後に位置される請求項１記
載の方法。
【請求項１０】
　複数のシーケンスのコピーを有するシンボルの時間的に次の位置に第２のシンボルと、
複数の長いシーケンスのコピーとを含み、長いシーケンスは前記シーケンスよりも時間が
長く、
　シーケンスは複数の異なるグループの中の基地局のグループを識別するためのグループ
識別シーケンスを含み、
　長いシーケンスは各基地局のグループの中の基地局のサブグループを識別するためのサ
ブグループ識別シーケンスを有している請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　さらに、シーケンスを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　長いシーケンスを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップを含んでいる請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　ＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡ通信システムによる無線通信方法において、
　移動局を制御して基地局から受信されたダウンリンク信号を検出し、
　前記ダウンリンク信号は、ダウンリンクサブフレーム毎に時間的にそのフレームのプリ
アンブルの先頭のシンボルとしてまたはそのプリアンブルの少なくとも一部として含まれ
ているセル識別シーケンスと、少なくとも１つのデータシンボルとを含んでおり、
　ダウンリンク信号のＬ（Ｌは１以上の整数）のサブフレーム毎に、セル識別シーケンス
に時間的に後続して１つのシンボルが配置されており、その１つのシンボルは移動局が通
信している基地局の少なくとも一部に共通しているシーケンスの複数のコピーにより構成
され、
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　前記セル識別シーケンスはセル識別シーケンスのセットの１つであり、基地局と、基地
局のセルセクタを識別するように指定されており、
　移動局をシーケンスに基づいて時間及び周波数において同期を行うように制御し、
　セル識別シーケンサと、セル識別シーケンスのセットとの間の相関を行って、セルセク
タと基地局を識別するように移動局を制御するステップを含んでいる無線通信方法。
【請求項１３】
　シンボルはさらに、複数のシーケンスのコピーの時間的に次の位置に複数の長いシーケ
ンスのコピーを有し、その長いシーケンスはシーケンスよりも時間的に長く、
　方法はさらに、
　時間及び周波数における粗同期のために、シンボルのシーケンスの複数のコピーを処理
するように移動局を制御し、
　時間及び周波数における微同期のために、シンボルの長いシーケンスの複数のコピーを
処理するように移動局を制御するステップを含んでいる請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　シンボルはさらに、複数のシーケンスのコピーの時間的に次の位置に、複数の長いシー
ケンスのコピーを有し、その長いシーケンスはシーケンスよりも時間的に長く、グループ
識別シーケンスであり、基地局の異なるグループ中の基地局の１つのグループに共通して
おり、
　方法はさらに、
　シンボル中の長いシーケンスの複数のコピーを処理し、ダウンリンク信号を発生する基
地局の属するグループを識別するように移動局を制御し、
　ダウンリンク信号中のセル識別シーケンスと、識別されたグループ以外のセル識別シー
ケンスとの相関を行わずに、ダウンリンク信号中のセル識別シーケンスと、識別されたグ
ループのセル識別シーケンスのセットの一部のみとの相関を行うように移動局を制御する
ステップを含んでいる請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　ダウンリンク信号はさらに、複数のシーケンスのコピーを有するシンボルの時間的に次
の位置にある第２のシンボルと、複数の長いシーケンスのコピーとを含み、長いシーケン
スはシーケンスよりも時間的に長く、
　シーケンスは、複数の異なるグループ中の基地局のグループを識別するためのグループ
識別シーケンスを含み、
　長いシーケンスは、基地局の各グループ中の基地局の基地局のサブグループを識別する
ためのサブグループ識別シーケンスを含み、
　方法はさらに、
　シンボル中のシーケンスの複数のコピーを処理し、ダウンリンク信号を発生する基地局
の属するグループを識別するように移動局を制御し、
　第２のシンボル中の長いシーケンスの複数のコピーを処理し、識別されたグループ内の
サブグループを識別するように移動局を制御し、
　ダウンリンク信号中のセル識別シーケンスと、識別されたサブグループ以外のサブグル
ープのセル識別シーケンスと、識別されたグループ以外のグループのセル識別シーケンス
との間の相関を行わずに、ダウンリンク信号中のセル識別シーケンスと、識別されたサブ
グループのセル識別シーケンスのセットの一部のみとの相関を行うように移動局を制御す
るステップを含んでいる請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　ダウンリンク信号はさらに、シーケンスの複数のコピーを有するシンボルの時間的に次
の位置に存在する第２のシンボルを含み、長いシーケンスの複数のコピーを有し、長いシ
ーケンスはシーケンスよりも時間が長く、
　シーケンスは、複数の異なるグループ間の基地局のグループを識別するためのグループ
識別シーケンスを含み、
　長いシーケンスは、基地局の各グループ中の基地局の基地局のサブグループを識別する
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ためのサブグループ識別シーケンスを含み、
　方法はさらに、
　ダウンリンク信号を受信して第２のシンボル中の長いシーケンスの複数のコピーを処理
し、ダウンリンク信号を発生する基地局の属するサブグループを識別するように移動局を
制御し、
　ダウンリンク信号中のセル識別シーケンスと、識別されたサブグループ以外のサブグル
ープのセル識別シーケンスとの相関を行わずに、ダウンリンク信号中のセル識別シーケン
スを、全てのグループの識別されたグループのセル識別シーケンスのセットの一部のみと
の相関を行うように移動局を制御するステップを含んでいる請求項１２記載の方法。
【請求項１７】
　基地局のグループを識別するために、基地局から移動局へのダウンリンクサブフレーム
の一部分として１つのグループ識別シーケンスを使用し、異なるグループ識別シーケンス
はそれぞれ基地局の異なるグループに割当てられ、１つのグループの異なる基地局は共通
のグループ識別シーケンスを有し、
　ダウンリンクサブフレーム中に、ダウンリンクサブフレーム中の１グループの識別シー
ケンスにより識別されたグループ中の基地局中の特定の基地局とセルセクタを識別するた
めのセル識別シーケンスを含んでおり、
　前記セル識別シーケンスはセル識別シーケンスのセットの１つであり、基地局と、基地
局のセルセクタを識別するように指定されており、
　ダウンリンク信号の各ダウンリンクサブフレームにおいて、時間的にセル識別シーケン
スに後続して少なくとも１つのデータシンボルを含み、
　ダウンリンク信号のＬ個（Ｌは１以上の整数）のサブフレーム毎に、セル識別シーケン
スに時間的に後続して１つのシンボルが配置されており、その１つのシンボルは移動局が
通信することのできる基地局の少なくとも一部に共通しているシーケンスの複数のコピー
により構成されているＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡ通信システムによる無線通信方法。
【請求項１８】
　ダウンリンクサブフレーム中の１グループ識別シーケンスとセル識別シーケンスはダウ
ンリンクサブフレームのプリアンブルの一部分として含まれる請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　プリアンブルの第１のセクション中に時間的に逐次的な複数の同一の短いプリアンブル
を含み、第１のセクションの次のプリアンブルの第２のセクション中に複数の同一の長い
プリアンブルをさらに含み、各長いプリアンブルは１つのグループの識別シーケンスを含
み、各短いプリアンブルよりも時間的に長く、１つのグループの基地局に対して共通であ
る請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　４つの短いプリアンブルと２つの長いプリアンブルがプリアンブル中に存在し、各短い
プリアンブルの時間的な長さは各長いプリアンブルの長さの１／２である請求項１９記載
の方法。
【請求項２１】
　さらに、時間的にプリアンブルの開始部分に循環プリフィックスを含み、循環プレフィ
ックスは時間的に循環プリフィックスに続く短いプリアンブルの最後のセグメントのコピ
ーである請求項１９記載の方法。
【請求項２２】
　さらに、複数の短いプリアンブルと、複数の長いプリアンブルをダウンリンクサブフレ
ーム中のＯＦＤＭシンボル内に位置させる請求項１９記載の方法。
【請求項２３】
　さらに、１つのＯＦＤＭシンボルの開始部分に第１の循環プリフィックスを含み、その
第１の循環プレフィックスは時間的に第１の循環プリフィックスに続く短いプリアンブル
の最後のセグメントのコピーである請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
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　短いプリアンブルは全ての基地局に共通である請求項１９記載の方法。
【請求項２５】
　さらに、各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップを含んでいる請求項１９記載の方法。
【請求項２６】
　セル識別シーケンスは時間的にプリアンブルの開始部分に位置される請求項１８記載の
方法。
【請求項２７】
　１つのグループ識別シーケンスは、時間的にプリアンブル内のセル識別シーケンスの前
に位置される請求項１８記載の方法。
【請求項２８】
　さらに、ダウンリンクサブフレームのプリアンブルの一部分として、ダウンリンクサブ
フレーム中に長いプリアンブルシンボルを含み、長いプリアンブルシンボルは複数の同一
の逐次的な長いプリアンブルを含んでおり、
　ダウンリンクサブフレームに対するプリアンブルの一部分として１つのセル識別シーケ
ンスを含み、
　１つのセル識別シーケンスのコピーを含む第２のプリアンブルと、複数の同一の逐次的
な短いプリアンブルを含む短いプリアンブルシンボルとを含むように、時間的にダウンリ
ンクサブフレームの直前に第２のダウンリンクサブフレームを配置するステップをさらに
含み、各短いプリアンブルは各長いプリアンブルよりも長い請求項１７記載の方法。
【請求項２９】
　１つのセル識別シーケンスは、時間的にプリアンブルの開始部分にあり、長いプリアン
ブルシンボルは、時間的に１つのセル識別シーケンスの直後に配置され、１つのセル識別
シーケンスのコピーは、時間的に第２のプリアンブルの開始部分にあり、短いプリアンブ
ルシンボルは、時間的に第２のプリアンブルの１つのセル識別シーケンスのコピーの直後
に配置される請求項２８記載の方法。
【請求項３０】
　さらに、ダウンリンクサブフレームのプリアンブル中の先頭の長いプリアンブルの直前
に第１の循環プレフィックスを含み、この第１の循環プレフィックスは、時間的に先頭の
短いプリアンブルの最後のセグメントのコピーであり、
　第２のダウンリンクサブフレームの第２のプリアンブル中の先頭の短いプリアンブルの
直前に第２の循環プレフィックスを含み、この第２の循環プレフィックスは、時間的に先
頭の短いプリアンブルの最後のセグメントのコピーである請求項２８記載の方法。
【請求項３１】
　さらに、長いプリアンブルシンボルは、時間的にプリアンブルの開始部分にあり、１つ
のセル識別シーケンスは、時間的に長いプリアンブルシンボルの直後に配置され、短いプ
リアンブルシンボルは、時間的に第２のプリアンブルの開始部分にあり、１つのセル識別
シーケンスのコピーは、時間的に第２のプリアンブルの短いプリアンブルシンボルの直後
に配置される請求項２８記載の方法。
【請求項３２】
　さらに、ダウンリンクサブフレームのプリアンブル中の先頭の長いプリアンブルの直前
に第１の循環プレフィックスを含み、この第１の循環プレフィックスは、時間的に先頭の
短いプリアンブルの最後のセグメントのコピーであり、
　第２のダウンリンクサブフレームの第２のプリアンブル中の先頭の短いプリアンブルの
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直前に第２の循環プレフィックスを含み、第２の循環プレフィックスは、時間的に先頭の
短いプリアンブルの最後のセグメントのコピーである請求項３１記載の方法。
【請求項３３】
　さらに、各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップを含んでいる請求項２８記載の方法。
【請求項３４】
　ダウンリンクサブフレームのプリアンブルの一部分として、ダウンリンクサブフレーム
中に長いプリアンブルシンボルを含み、その長いプリアンブルシンボルはそれぞれが１つ
のグループ内の複数のサブグループの１つを識別するためのサブグループ識別シーケンス
を含む複数の同一の逐次的な長いプリアンブルを含んでおり、
　ダウンリンクサブフレームのプリアンブルの一部として１つのセル識別シーケンスを含
み、
　ダウンリンクサブフレームのプリアンブルの一部として短いプリアンブルシンボルを含
み、短いプリアンブルシンボルは時間の長さが長いプリアンブルシンボルに等しく、各短
いプリアンブルは各長いプリアンブルよりも短く、１つのグループ識別シーケンスを含ん
でいる請求項２８記載の方法。
【請求項３５】
　短いプリアンブルシンボルは、１つのセル識別シーケンスの時間的に前に配置された長
いプリアンブルシンボルの前に配置される請求項３４記載の方法。
【請求項３６】
　短いプリアンブルシンボルは、時間的に長いプリアンブルシンボルの前に配置され、１
つのセル識別シーケンスは時間的に短いプリアンブルシンボルの前に配置される請求項３
４記載の方法。
【請求項３７】
　さらに、各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップを含んでいる請求項３４記載の方法。
【請求項３８】
　１つのグループ識別シーケンスは、ダウンリンクサブフレームの時間的に終了時のポス
トアンブル部分として含まれ、セル識別シーケンスは、ダウンリンクサブフレームの時間
的に開始時のプリアンブル部分として含まれる請求項３７記載の方法。
【請求項３９】
　時間的にポストアンブルの第１のセクション中に逐次的に複数の同一の短いポストアン
ブルと、第１のセクションの次のポストアンブルの第２のセクション中に複数の同一の長
いポストアンブルを含み、各短いポストアンブルは１つのグループ識別シーケンスを含み
、各長いポストアンブルよりも時間的に短く、各長いポストアンブルは１つのグループ内
の複数のサブグループの１つを識別するためにサブグループ識別シーケンスを含んでいる
請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
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　４つの短いポストアンブルと２つの長いポストアンブルがポストアンブルに存在し、各
短いポストアンブルの時間的な長さは各長いポストアンブルの長さの１／２である請求項
３９記載の方法。
【請求項４１】
　さらに、時間的なポストアンブル部分の開始部分に循環プリフィックスを含むステップ
を含み、循環プレフィックスは時間的に循環プリフィックスに続く短いポストアンブルの
最後のセグメントのコピーである請求項３９記載の方法。
【請求項４２】
　さらに、複数の短いポストアンブルをダウンリンクサブフレーム内の第１のＯＦＤＭシ
ンボル中に位置させ、
　複数の長いポストアンブルをダウンリンクサブフレーム内の第２の異なるＯＦＤＭシン
ボル中に位置させる請求項３９記載の方法。
【請求項４３】
　さらに、第１のＯＦＤＭシンボルの開始部分に第１の循環プリフィックスを含み、第１
の循環プレフィックスは時間的に第１の循環プリフィックスに続く短いポストアンブルの
最後のセグメントのコピーである請求項３９記載の方法。
【請求項４４】
　さらに、第２のＯＦＤＭシンボルの開始部分に第２の循環プリフィックスを含み、第２
の循環プレフィックスは時間的に第２の循環プリフィックスに続く長いポストアンブルの
最後のセグメントのコピーである請求項４３記載の方法。
【請求項４５】
　各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップをさらに含んでいる請求項３９記載の方法
。
【請求項４６】
　セル識別シーケンスは時間的にポストアンブルの開始時の位置に配置される請求項３８
記載の方法。
【請求項４７】
　ダウンリンクサブフレームのポストアンブルの一部分として、ダウンリンクサブフレー
ム中に長いポストアンブルシンボルを含み、その長いポストアンブルシンボルは複数の同
一の逐次的な長いポストアンブルを含んでおり、それらのポストアンプルはそれぞれ１つ
のグループ内の複数のサブグループのうちの１つを識別するためのサブグループ識別シー
ケンスを有しており、
　ダウンリンクサブフレームの開始時のプリアンブルの一部として１つのセル識別シーケ
ンスを含み、
　第２のダウンリンクサブフレームを時間的にダウンリンクサブフレームの直前に位置さ
せるステップを含み、それによって（１）第２のダウンリンクサブフレームの開始時に１
つのセルの識別シーケンスのコピーを含む第２のプリアンブルと、（２）複数の同一の逐
次的な短いポストアンブルを短いプリアンブルシンボルとして含むために、第２のダウン
リンクサブフレームの終了時の第２のポストアンブルを含み、各短いポストアンブルは各
長いポストアンブルよりも短く、１つのグループ識別シーケンスを含んでいる請求項１７
記載の方法。
【請求項４８】
　短いポストアンブルシンボルは８つの同一の逐次的に短いポストアンブルを含み、長い
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ポストアンブルシンボルは４つの同一の逐次的な長いポストアンブルを含み、各短いポス
トアンブルの時間的な長さは各長いポストアンブルの長さの１／２である請求項４７記載
の方法。
【請求項４９】
　さらに、各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップを含んでいる請求項４７記載の方法。
【請求項５０】
　ダウンリンクサブフレームの時間の終了時のポストアンブルの一部分として、ダウンリ
ンクサブフレーム中に長いプリアンブルシンボルを含み、その長いポストアンブルシンボ
ルはそれぞれが１つのグループ内の複数のサブグループの１つを識別するためのサブグル
ープ識別シーケンスを含んでいる複数の同一の逐次的な長いポストアンブルを含んでおり
、
　ダウンリンクサブフレームに対するポストアンブルの一部分として短いポストアンブル
シンボルを含み、その短いポストアンブルシンボルは時間の長さにおいて長いポストアン
ブルシンボルに等しく、複数の同一の逐次的な短いポストアンブルを含んでおり、各短い
プリアンブルは各長いプリアンブルよりも短く、１つのグループの識別シーケンスを含ん
でおり、
　ダウンリンクサブフレームの時間の開始時のプリアンブル部分として１つのセルの識別
シーケンスを有しているステップをさらに含んでいる請求項１７記載の方法。
【請求項５１】
　短いポストアンブルシンボルは長いポストアンブルシンボルの時間的に前に位置されて
いる請求項５０記載の方法。
【請求項５２】
　各短いプリアンブルを複数の短いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、短いサブシーケンスを異なる短いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　各長いプリアンブルを複数の長いサブシーケンスに分割し、
　周波数において、長いサブシーケンスを異なる長いサブシーケンスキャリアセットとし
て異なるサブキャリアに割当て、
　異なる短い及び長いサブシーケンスキャリアセットをダウンリンク送信のために基地局
の２以上の異なるアンテナに割当てるステップをさらに含んでいる請求項５０記載の方法
。
【請求項５３】
　さらに、各グループ内の基地局のサブグループを識別するためにダウンリンクサブフレ
ーム中にサブグループ識別シーケンスを含むステップを含んでおり、
　異なるサブグループ識別シーケンスは基地局の異なるサブグループに対してそれぞれ割
当てられている請求項１７記載の方法。
【請求項５４】
　１つのグループ識別シーケンスはダウンリンク信号の逐次的なダウンリンクサブフレー
ムのＬサブフレーム毎であり、ここでＬは０よりも大きい整数である請求項１７記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）および直交周波数分割多元アクセス（ＯＦ
ＤＭＡ）に基づくシステムを含んだ無線通信におけるセル探索及び信号同期に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本出願は、本出願の明細書の一部としてその全体を参考文献としている２００４年８月
１６日に提出された米国特許出願第60/601,790号明細書（発明の名称“PREAMBLE SEQUENC
ES FOR FAST CELL SEARCH”）の特典を主張している。
【０００３】
　無線通信システムは、システム中でのサービスのために登録された無線装置と通信する
ため、基地局のネットワークを使用する。各基地局は音声データまたはその他のデータ内
容のようなデータを無線装置へ伝送する無線信号を放射する。基地局からのこのような信
号は、無線装置が基地局のセルセクタを識別し、時間及び周波数において信号通報を同期
することを可能にするための情報を含めた種々の通信管理機能用データ以外のオーバーヘ
ッドロードを含むことができる。各無線装置はデータの処理前に、各受信された信号のオ
ーバーヘッドロード中のこのような情報を処理する。
【０００４】
　ＯＦＤＭおよびＯＦＤＭＡベースの通信システムは、多数のサブキャリアの周波数の直
交性に基づいており、マルチパスフェーディングおよび干渉に対する抵抗のような広帯域
の無線通信に対して多くの技術的利点を得るように構成されることができる。しかしなが
ら、多くのＯＦＤＭおよびＯＦＤＭＡベースの無線通信システムは周波数オフセットと位
相雑音に対して敏感である可能性がある。ＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡベースの無線通信シ
ステムでは、地理的領域に対する無線サービスは、領域を複数のセルに分割することによ
って行われ、さらにそれらは２以上のセルセクタへ分割されることができる。概念上、そ
れらのカバー区域の各セルの中心に位置する基地局は、情報を基地局から送出されたダウ
ンリンク（ＤＬ）無線信号によって移動体加入者局（ＭＳＳ）へ送信する。移動局はまた
移動局（ＭＳ）または無線局として知られている。移動局は情報を、アップリンク（ＵＬ
）無線信号によってそれらがサービスする基地局へ送信する。
【０００５】
　基地局から移動局へのダウンリンク無線信号は音声またはデータトラフィック信号或い
はその両者を含むことができる。さらに、基地局は通常、ダウンリンク無線信号を送信す
るセルの対応するセル及び対応するセグメントを移動局に対して識別するために、通常、
それらのダウンリンク無線信号中でプリアンブル信号を送信する必要がある。基地局から
のこのようなプリアンブル信号によって、移動局は、その受信機を時間及び周波数の両者
において、観察されるダウンリンク信号に同期させ、ダウンリンク信号を送信する基地局
のＩＤｃｅｌｌおよびＳｅｇｍｅｎｔのようなアイデンティティを獲得することが可能で
ある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６　ＯＦＤＭＡは直交周波数分割多元アクセス（ＯＦＤＭＡ）変
調技術に基づいた無線通信を行うために開発されている。ＩＥＥＥ　８０２．１６　ＯＦ
ＤＭＡで現在規定されているＤＬプリアンブルでは、ＭＳＳは隣接するセルのＩＤｃｅｌ
ｌ番号およびセグメント番号を識別するためのシーケンスのような予め規定され手作業で
作られた擬似雑音（ＰＮ）を記憶する。動作において、ＭＳＳは受信されたダウンリンク
信号中のプリアンブルシンボルを捕捉し、各受信されたダウンリンク信号中のプリアンブ
ルを、その受信されたダウンリンク信号の特定のセクタのＩＤｃｅｌｌおよびＳｅｇｍｅ
ｎｔを決定するためのシーケンスのような記憶された擬似雑音（ＰＮ）とを相関させる。
これらのプリアンブルシーケンスは前もって手作業で作られ、一度に１つＭＳＳにより処
理される。現在のＩＥＥＥ　８０２．１６　ＯＦＤＭＡの幾つかの構成には１００を超え
る数（例えば１１４）のこのようなシーケンスが存在する。このような多数のプリアンブ
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ルシーケンスとの相互相関を行うことは時間がかかり、したがって特に、移動局が迅速に
移動中であるときには、移動局に対するサービス品質に悪影響を与えかねない。
【０００７】
　図１はＯＦＤＭＡシステムにおけるＯＦＤＭＡダウンリンク信号の時間ドメインの信号
サブフレームフォーマットの１例を示している。このサブフレーム構造はＩＥＥＥ　８０
２．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４標準にしたがって規定されており、多数の逐次的な
ＯＦＤＭＡシンボル110、120、130、140を含んでいる。各ＯＦＤＭシンボルは循環プレフ
ィックス（ＣＰ）（112または142）と、周波数においてペイロードシーケンスの逆ＦＦＴ
（ＩＦＦＴ）である高速度フーリエ変換（ＦＦＴ）シンボル（114または144）を有する。
ＣＰ112、142はそれらが接頭としておかれているＦＦＴシンボル114、144の最後の部分11
6、146のコピーである。ＣＰ112、114は移動局で受信されたＤＬ信号のマルチパスの悪影
響を克服するために使用されている。
【０００８】
　示されている例では、ダウンリンクサブフレームの第１のＯＦＤＭシンボル110は周波
数におけるプリアンブルのペイロードを含んでいる。それに続く各ＯＦＤＭシンボル120
、130、140は周波数におけるデータのペイロードを含んでいる。ＢＳは各ダウンリンクサ
ブフレーム中のセル特定プリアンブルシンボル110を送信し、それによってＭＳＳ受信機
は時間及び周波数において受信されたダウンリンク信号と同期し、セル探索、セル選択、
セルの再選択を行う。
【０００９】
　図２はＩＥＥＥ　８０２．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４によるＭＳＳの例示的な検
出手順を示している。このプリアンブル検出方式では、ＭＳＳ受信機は最初にステップ20
2で、ＣＰ相関手順を行うことによって時間同期を行う。時間が同期されると、ＣＰ112は
除去され、周波数におけるペイロードシーケンスを回復するために、ＦＦＴサイズの長さ
を有する残りの時間シーケンスにおいてＦＦＴ演算がステップ204で行われる。ステップ2
06で、ＦＦＴ演算の出力シーケンスは、一度の１シーケンスづつ、周波数における全ての
予め設定されたセル特定プリアンブルシーケンスのそれぞれと相関される。例えば、１１
４個のセル特定プリアンブルシーケンスを有するシステムでは、相関手順は１１４回行わ
れる。次にステップ208で、ＭＳＳ受信機は、ステップ206からの最大の相関出力が予め定
められた検出しきい値よりも大きいか否かを決定する。最大の相関出力がそのしきい値よ
りも大きいならば、その最大の相関出力に対応するセル特定プリアンブルシーケンスは識
別され、関連されるＢＳは現在サービスするＢＳとして選択される。次に、ＭＳＳ受信機
はさらに、データシンボル中のデータを抽出する等、残りのダウンリンクサブフレーム信
号を処理する。最大の相関出力が検出しきい値よりも大きくないならば、ＭＳＳ受信機は
次に受信されたＯＦＤＭシンボルへ移行し、相関しきい値よりも大きい相関出力を探索す
るためにステップ202からステップ208までのステップを反復する。
【００１０】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４はＢＳセルサイト及びアンテナセ
グメントの１１４個までの組合せを表すために１１４個の特有のプリアンブルシーケンス
を有する。以下の表１は、関連されるセルアイデンティティ（即ちＩＤｃｅｌｌとＳｅｇ
ｍｅｎｔ）と共に、周波数における１１４個のプリアンブルシーケンスの一部を示してい
る。各プリアンブルシーケンスは周波数ドメインにおける比較的良好な自己相関特性と、
時間ドメインにおける低ピーク対平均パワー比（ＰＡＰＲ）とを有する手作業で作られた
擬似雑音（ＰＮ）シーケンスである。しかしながら、全ての１１４個の候補プリアンブル
シーケンスに対して相関処理を行うためには時間とパワーがかかる。また、ＣＰはＦＦＴ
サイズの唯一の小数部分であるので、ＣＰベースのシンボルタイミング検出方法は十分に
正確であるとはいえず、シンボル間干渉（ＩＳＩ）を誘起する可能性があり、したがって
後続のセル探索プロセスの性能を劣化させる。さらに、ＣＰ相関ベースの初期周波数評価
は、粗く、確実性がない可能性がある。ＩＥＥＥ　８０２．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２０
０４によるプリアンブル設計のこれらの技術の限定は、長いセル探索時間につながる可能
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性があり、これは無線移動通信サービスのようなある種の通信応用では受け入れがたい。
【表１】

【課題を解決するための手段】
【００１１】
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　本出願はとりわけ、ＯＦＤＭまたはＯＦＤＭＡ通信システムのような高速度セル探索、
セル選択、セル再選択無線通信システムのための技術を開示している。この出願に記載さ
れている種々の構成では、基地局から移動局へのダウンリンクサブフレームは、受信する
移動局において高速度のセル探索を容易にするために、１以上のダウンリンクサブフレー
ム中にプリアンブルまたはポストアンブルの形態の情報を含んでいる。説明されているプ
リアンブルまたはポストアンブルはまた時間及び周波数において信号同期の正確度を改良
するために使用されることができる。
【００１２】
　１つの説明された構造では、例えばセル識別シーケンスは、基地局から移動局へのダウ
ンリンク信号の時間におけるダウンリンクサブフレーム毎のプリアンブルの先頭のシンボ
ルとして、少なくともそのプリアンブルの一部として使用される。セル識別シーケンスは
セル識別シーケンスのセットのうちの１つであり、基地局と、基地局のセルセクタを識別
するために指定される。少なくとも１つのデータシンボルは、ダウンリンク信号のダウン
リンクサブフレーム毎に、時間におけるセル識別シーケンスの次の位置に含まれる。ダウ
ンリンク信号の１つおきのＬフレームで、シンボルは時間におけるセル識別シーケンスの
次の位置に含まれ、時間的に逐次的に配置されるシーケンスの複数のコピーを有する。パ
ラメータＬは０よりも大きい整数であり、シーケンスは移動局が通信することのできる基
地局の少なくとも一部に共通している。
【００１３】
　別の例では、グループ識別シーケンスは、基地局のグループを識別するために、基地局
から移動局へのダウンリンクサブフレームの一部として使用される。異なるグループ識別
シーケンスはそれぞれ基地局の異なるグループに割当てられ、１つのグループの異なる基
地局は共通のグループ識別シーケンスを有している。ダウンリンクサブフレームでは、セ
ル識別シーケンスは、特定の基地局と、ダウンリンクサブフレーム中の１グループ識別シ
ーケンスにより識別されたグループ中の基地局の１つのセルセクタとを識別するために含
まれている。特定のサブフレーム設計を有する種々の例を説明する。
【００１４】
　移動局における処理技術を、この明細書に記載されている種々のダウンリンクサブフレ
ームに基づいたセル探索について説明する。例えばこの明細書における無線通信のために
移動局を動作させる１方法は、以下のように行われる。移動局は基地局から受信されたダ
ウンリンク信号を検出するように制御され、そのダウンリンク信号は、時間におけるダウ
ンリンクサブフレーム毎のプリアンブルの先頭のシンボルとして、少なくともそのプリア
ンブルの一部としてのセル識別シーケンスと、少なくとも１つのデータシンボルとを、ダ
ウンリンク信号のダウンリンクサブフレーム毎に、時間におけるセル識別シーケンスの次
の位置と、ダウンリンク信号の１つおきのＬフレーム毎に、時間におけるセル識別シーケ
ンスの次の位置に具備しており、シンボルは時間的に逐次的に位置されている複数のシー
ケンスのコピーを含み、シンボルは時間的に逐次的に配置されるシーケンスの複数のコピ
ーを有している。パラメータＬは０よりも大きい整数であり、シーケンスは移動局が通信
することのできる基地局の少なくとも一部に共通しており、セル識別シーケンスはセル識
別シーケンスのセットのうちの１つであり、基地局とその基地局のセルセクタを識別する
ように指定される。さらに、移動局はシーケンスに基づいて時間及び周波数における同期
を実行し、セル識別シーケンサと、セル識別シーケンスのセットとの間の相関を行い、セ
ルセクタと基地局を識別するように制御される。
【００１５】
　これら及びその他の構成、変化及び変更を添付図面、詳細な説明及び特許請求の範囲で
さらに詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図１及び２で示されている例は、ＩＥＥＥ　８０２．１６による種々のＯＦＤＭとＯＦ
ＤＭＡが、ダウンリンク信号中の受信されたセル識別シーケンスと、各ダウンリンクサブ
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フレームを処理するシステムの全ての可能なセル識別シーケンスとの間で相関を行うこと
を示している。１９個の隣接する基地局に対して１１４個の利用可能なプリアンブルＰＮ
シーケンスを有する３層のセルラシステムでは、セル探索期間中に各ダウンリンクサブフ
レームを処理するとき、移動局は１１４の相関を計算する。
【００１７】
　ＯＦＤＭとＯＦＤＭＡシステム用の既存のプリアンブルＰＮシーケンスを、この明細書
で記載されている新しいプリアンブルと区別を示すために、時には“レガシープリアンブ
ルシーケンス”と呼ぶ。移動局におけるセル探索のための処理量は、ダウンリンクサブフ
レーム中の幾つかまたは全ての基地局に共通の１以上のプリアンブルを使用することによ
り非常に減少されることができる。同様に、共通のポストアンブルも高速のセル探索を容
易にするために使用されることができる。幾つかの構成では、相関はセル探索のための移
動局の処理時間を減少させるために、利用可能なレガシープリアンブルＰＮシーケンスの
選択された部分だけによって行われることができる。この明細書で記載されているダウン
リンクサブフレームのプリアンブルとポストアンブルの設計は、レガシープリアンブルシ
ーケンスを維持する。幾つかの構成では、本発明の設計に基づくダウンリンクサブフレー
ムは、ＩＥＥＥ　８０２．１６－ＲＥＶｄ／Ｄ５－２００４に対する両立性において遅れ
ている。
【００１８】
　ここで説明する幾つかの例は、高速度の時間及び周波数同期と高速度のセル探索のため
に、共通のプリアンブルをレガシーセル特定プリアンブルの後に付加するか、共通のポス
トアンブルをＬサブフレーム毎に付加し、ここでＬは０よりも大きい整数である。この共
通のプリアンブルまたはポストアンブルは、全ての基地局に共通の１シーケンスの反復と
して、またはそれぞれが基地局のグループに共通しているＮ個の可能なシーケンスのうち
の１つの反復として構成されることができる。
【００１９】
　他の例では、高速度の時間及び周波数同期と高速度のセル探索のために、共通のプリア
ンブルをレガシーセル特定プリアンブルの前または後に付加するか、或いは共通のポスト
アンブルをＬサブフレーム毎に付加し、ここでＬは０よりも大きい整数である。この共通
のプリアンブルまたはポストアンブルシンボルは、ＦＦＴシンボルを１／２にした第１の
半分の部分にある第１の時間シーケンスの反復と、ＦＦＴシンボルを１／２にした第２の
半分の部分にある第２の時間シーケンスの反復と、第１の時間シーケンスの最後の部分の
コピーであるＣＰとを含むことができ、さらに全ての基地局に共通の１つの第１のシーケ
ンスが存在し、それぞれが基地局の相互に排他的なグループに対して共通のＮ個の第２の
シーケンスが存在する。
【００２０】
　さらに他の例では、高速度の時間及び周波数同期と高速度のセル探索のために、第１及
び第２の共通のプリアンブルシンボルが、レガシーセル特定プリアンブルシンボルの前ま
たは後に付加されることができ、或いは第１及び第２の共通のポストアンブルシンボルが
Ｌ個のサブフレーム（Ｌは０よりも大きい整数である）毎に付加されることができる。第
１の共通のプリアンブルまたはポストアンブルは、それぞれが基地局の相互に排他的なグ
ループに共通のＮ個の可能な第１のシーケンスの１つを含むことができ、第２の共通のプ
リアンブルまたはポストアンブルは、それぞれが基地局の同じグループからのものである
これらの基地局の相互に排他的なサブグループに共通のＭ個の可能な第２のシーケンスの
１つを含むことができる。２つのシーケンスは２つの異なるＯＦＤＭシンボル中に含まれ
ることができ、即ち第１のシーケンスは第１のＯＦＤＭシンボル中にあり、第２のシーケ
ンスは第２のＯＦＤＭシンボル中にある。第１及び第２のＯＦＤＭシンボルは例えば同じ
サブフレームで構成されることができ、第２のＯＦＤＭシンボルは送信において、第１の
ＯＦＤＭシンボルに接近して後続する。第１及び第２のＯＦＤＭシンボルはまた相互に時
間的に隣り合って２つの異なるサブフレーム中に構成されることができる。
【００２１】
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　したがって、幾つかの応用では、移動局は粗いタイミング及び周波数同期に対しては第
１のシーケンスを、微細なタイミング及び周波数同期に対しては第２のシーケンスを処理
および使用するために制御されることができる。他の応用では、第１のシーケンス、第２
のシーケンス、または第１及び第２のシーケンスの両者は、高速度のセル決定のために、
レガシープリアンブル中の可能なセル特定プリアンブルシーケンスの数を減少するために
、移動局により使用されることができる。また、第１及び第２のシーケンスはさらに、サ
ブシーケンスに分割されることができ、結果的なサブシーケンスはＭＩＭＯ可能な基地局
を支援するために異なるアンテナに対する異なる周波数サブキャリアセットに対して割当
てられる。
【００２２】
　特定の例について詳細に説明する。
【００２３】
　図３のＡは、レガシーセル特定プリアンブルシンボル320の前に付加されている共通の
プリアンブルシンボル310としてＣＰを使用するプリアンブル構造の１例を示している。
新しい共通のプリアンブルシンボル310は、全ての基地局に対して共通であるＰＮシーケ
ンス314の逆高速度フーリエ変換（ＩＦＦＴ）と、共通のプリアンブルシーケンス314のＩ
ＦＦＴの最後の時間部分316のコピーであるＣＰ312とを有する。周波数における共通のプ
リアンブルシーケンスは全てのＭＳＳに知られており、例えばこれは標準的なデフォルト
による表１の第１のＰＮシーケンスである。それ故、ＭＳＳ受信機はタイミングを同期す
るために共通のプリアンブルの特有の時間シーケンスの相関を試験することしか必要とし
ない。周波数における共通のプリアンブルシーケンス314もまた周波数サブキャリアに慎
重に割当てられ、それによって共通のプリアンブルシーケンス314のＩＦＦＴは時間的に
反復されたパターンを有する。これは例えば間のサブキャリアをゼロに設定しながら、共
通のプリアンブルシーケンス314をインターレースされたパターンで周波数サブキャリア
に割当てることにより実現されることができる。
【００２４】
　以下のＩＦＦＴの式がこの例で得られることができることが示される。　
【数１】

【００２５】
ここで、ＩＦＦＴ（［ｘ］）Ｎは、Ｎの寸法を有するシーケンスｘのＩＦＦＴを表し、Ｎ
は偶数であり、（ａ１，ａ２，…，ａＮ／２）は周波数における共通のプリアンブルシー
ケンスである。それ故、ＭＳＳ受信機は周波数を同期するために反復特性を使用できる。
時間及び周波数同期後、ＭＳＳ受信機はさらに、受信されたレガシーセル特定プリアンブ
ルを、前述の表１に示されているように１１４個の候補プリアンブルシーケンスと相関す
ることによって、ＢＳアイデンティティを決定することができる。
【００２６】
　図３のＡの付加された共通のプリアンブルシンボルは、一方では新しく到着したＭＳＳ
についての初期セル探索と捕捉プロセスの速度を上げることができ、また他方では、シス
テムを既に検索しているＭＳＳには必要のないオーバーヘッドである可能性がある。それ
故、システムの効率の視点から、共通のプリアンブルシンボルの送信をＬフレーム毎に一
度へ限定することを希望する可能性があり、この場合にＬは１よりも大きい。図３のＢは
サブフレーム構造の１例を示している。レガシーセル特定プリアンブルシンボル332は、
共通のプリアンブルシンボル330がレガシーセル特定プリアンブルシンボル332の前に付加
されるとき、ｋ番目のサブフレームにおける第２のＯＦＤＭシンボルである。（ｋ＋１）
番目のサブフレームから（ｋ＋Ｌ－１）番目のサブフレームまで、レガシーセル特定プリ
アンブルシンボル340と350は各サブフレームで第１のＯＦＤＭシンボルとしての状態を維
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持する。それ故、ＭＳＳ受信機は異なるサブフレームの異なる時間位置でセル特定プリア
ンブルシンボルを捕捉する必要があるので、この共通のプリアンブル設計は不必要な構造
の複雑性をＭＳＳ受信機のハードウェアおよび／またはソフトウェアに対して付加する。
ＭＳＳ受信機はさらにチャンネル評価のためにセル特定プリアンブルを使用できる。幾つ
かの構造では、雑音のあるチャンネル評価結果はさらにローパスフィルタにより平滑にさ
れる。サンプル間の時間が一定の状態に保持されるとき、フィルタの設計は非常に容易で
ある。しかしながら図３のＢで示されているケースでは、チャンネル評価サンプル間の時
間はサブフレーム間で変化する可能性がある。
【００２７】
　図４Ａは共通のポストアンブルシンボル412が１つのダウンリンクサブフレームの末尾
に位置される場合の改良された設計を示している。共通のポストアンブルシンボル412は
ＣＰと、共通のＰＮシーケンスのＩＦＦＴとを含んでいる。図３のＡに示されている共通
のプリアンブルシンボル310と類似して、共通のポストアンブルシーケンスは間のサブキ
ャリアをゼロに設定しながら、インターレースされたパターンで周波数サブキャリアに割
当てられる。結果として、時間波形の反復が得られる。この新しい共通のポストアンブル
構造により、自己相関によってシンボル時間を検出し、共通のポストアンブルシンボル内
の反復特性を利用することは比較的容易である。反復されたプリアンブルパターンもまた
周波数オフセットの評価に使用されることができ、これはＣＰをベースとする方法を使用
するよりも良好な性能をもつことができる。これはＣＰ相関方法に基づいた粗い初期周波
数評価によって生じる不確実性の問題を緩和する。特に、このサブフレームの設計は、第
１のＯＦＤＭシンボルとして、レガシーセル特定プリアンブルシーケンスをサブフレーム
に配置する。
【００２８】
　図４Ｂは、ポストアンブル422がサブフレーム毎に送信される必要がなく、Ｌ個のサブ
フレーム毎に送信されてもよいことをさらに示しており、ここでＬは１よりも大きい。こ
の共通のポストアンブル設計は、図３のＡに示されている共通のプリアンブル設計とは異
なっており、それは図４Ｂに示されているケースにおいて、レガシーセル特定プリアンブ
ルシンボル420、430、440が常にサブフレームの第１のＯＦＤＭシンボルである点で異な
っている。別の構造として、図４Ｃは異なる共通のプリアンブル設計を示し、共通のプリ
アンブルシンボル452はレガシーセル特定プリアンブルシンボル450の後に付加され、それ
によってレガシーセル特定プリアンブルシンボル450は常にサブフレームの第１のＯＦＤ
Ｍシンボルである。
【００２９】
　図４Ａ、４Ｂ、４Ｃに示された前述のサブフレーム設計の１つの共通の特徴は、レガシ
ーセル特定プリアンブルシンボルが常にサブフレームの第１のＯＦＤＭシンボルであるこ
とである。これらの設計下では、ＭＳＳ受信機はレガシーセル特定プリアンブルシンボル
の第１のＯＦＤＭシンボルを探すように制御されることができるので、ＭＳＳ受信機はレ
ガシーセル特定プリアンブルシンボルを検出し処理するためのそのハードウェアおよび／
またはソフトウェアで簡単にされることができる。比較すると、図３のＢに示されている
システムはレガシーセル特定プリアンブルシンボルがダウンリンクサブフレームの第１ま
たは第２のＯＦＤＭシンボル位置にある場合さらに複雑であり、したがってセル特定プリ
アンブルシンボルの時間における位置は、共通のプリアンブルシンボルを周波数ドメイン
のサブキャリアに割当てるための特別なインターレースされたパターンにしたがって、１
つのサブフレームから別のサブフレームへ変化する。したがって、図３のＢのシステムに
対するＭＳＳ受信機は、それにしたがって２つの異なる位置でレガシーセル特定プリアン
ブルシーケンスを監視し検出するように構成される必要があり、したがってより複雑なハ
ードウェアまたはソフトウェアを必要とする。
【００３０】
　図４Ａ、４Ｂ、４Ｃのサブフレーム設計では、共通のプリアンブル452または共通のポ
ストアンブル412が検出された後に、ＭＳＳは受信されたレガシーセル特定プリアンブル
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シンボル450または410を全ての候補プリアンブルシーケンスに対して試験し、セルのアイ
デンティティを獲得する。レガシーセル特定プリアンブルシーケンスでは、異なる基地局
の異なるセルセグメントにはそれぞれ手作業で作られた特有のシーケンスが割当てられる
。ダウンリンクサブフレーム中の受信されたシーケンスは一度に全てのシーケンスのうち
の１つと比較される。この応用で記載されている種々の構成は、ダウンリンクフレーム中
の全ての利用可能なシーケンスにおける異なり相互に排他的なグループを表すためにグル
ープ識別（ＩＤ）シーケンスを提供する。したがって、移動局における全ての利用可能な
シーケンスとの自己相関を盲目的に行う代わりに、移動局は受信されたダウンリンクフレ
ームが属するグループを最初に識別し、その後、識別されたグループ中のシーケンスだけ
との自己相関を行うように制御されることができる。それ故、他のグループのシーケンス
との自己相関を除去することができる。さらに、幾つかの構造は各グループを２以上の相
互に排他的なサブグループに分割して、さらに移動局により行われるレガシーセル特定プ
リアンブルシーケンスとの自己相関数を減少するためにサブグループの区分を使用するこ
とができる。
【００３１】
　以下の例は、グループＩＤシーケンスの使用について例示し、それによってレガシーセ
ル特定シーケンスの処理量を減少させ、同期のために全ての基地局およびネットワークに
共通のグローバル同期シンボルを使用する。幾つかの実施形態では、グローバル同期シン
ボルは全てのＢＳとネットワークで１つの共通のＰＮシーケンスを使用でき、グループ同
期シンボルは全てのＢＳとネットワークで、例えば８個の共通のＰＮシーケンスから生成
されることができる。両グループのＩＤシーケンスとグローバル同期シンボルは時間反復
特性を有するように設計されることができる。グローバル同期シンボルはマルチセクタマ
ルチセル配備におけるＭＳＳに対する周波数と粗フレームタイミング同期を簡単化する。
この特徴はＭＳＳがオンに付勢された後の初期セル探索期間中に重要である。グループ同
期シンボルは微タイミング同期と、レガシーセル特定プリアンブルのグループ識別に使用
されることができ、それは検索時間を短くすることができ、レガシープリアンブル探索の
ためのＭＳＳ処理パワーを減少させることができる。グローバル同期シンボルは近傍セル
の簡単で高速度のセル探索のサポートを容易にする。グローバル同期シンボルの信号測定
に基づいて、グループ同期シンボルはハンドオーバー（ＨＯ）候補として近傍セルのグル
ープＩＤを識別するために使用されることができる。グループ同期シンボルは近傍セルの
検索に使用されるレガシーセル特定プリアンブルＰＮシーケンスの数を顕著に減少するた
めに使用されることができる。
【００３２】
　図４Ｄは１９個の近接する基地局が８つのグループに分割される場合のセル構造の１例
を示している。このセル構造では、移動局はこれらの１９個の基地局と通信することがで
き、現在サービス中の基地局としてこれらの１９個の基地局のうちの１つのみと選択的に
通信でき、ハンドオフ及び他の動作のために他の基地局を監視することができる。図４Ｄ
に示されている異なる基地局のグループ化に基づいて、図３のＡに示されているような共
通のプリアンブルシンボル310、または図４Ａに示されているような共通のポストアンブ
ルシンボル412、または図４Ｃに示されているような共通のプリアンブルシンボル452は長
い及び短いプリアンブルまたはポストアンブルセクションを含むように設計されることが
できる。それぞれ長い及び短いプリアンブルまたはポストアンブルセクションは、時間及
び周波数における同期を可能にするために２以上の同一のセグメントを有する時間におけ
る反復パターンを有するように設計されることができる。
【００３３】
　図５Ａと図５Ｂは、各ダウンリンクサブフレームに付加されている長い及び短いプリア
ンブルの１例を示している。長い及び短いポストアンブルも同様に構成されることができ
る。図５Ａは、第１のセクションが共通の短いプリアンブル514のＩＦＦＴを有すること
を示している。この短いプリアンブルは時間的に４の反復パターンと、セクション１の短
いプリアンブル514のＩＦＦＴの最後の部分516のコピーであるＣＰ512とを含んでいる。
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この例の第２のセクションは共通の長いプリアンブル520のＩＦＦＴを有し、それは時間
的に２の反復パターンを有する。共通の長いプリアンブル520の２反復の時間期間は短い
プリアンブル514の４反復の時間期間と同じである。図５Ａに示されている共通のプリア
ンブルまたはポストアンブルのＯＦＤＭシンボル時間期間は通常のＯＦＤＭシンボル時間
期間と同じである。セクション１では、ただ１つの共通の短いプリアンブルＰＮシーケン
スが全ての基地局に対して必要とされる。
【００３４】
　式（１）は２つの方法で形成されることのできる時間における反復を有するプリアンブ
ルシンボルを示唆している。１つの方法は図５Ｂに示されているように、最初に、間のサ
ブキャリアをゼロに設定しながらプリアンブルシンボルをインターレースされたパターン
で周波数サブキャリアに割当て、その後、拡大されたＦＦＴサイズでＩＦＦＴを行うこと
である。他の方法は、最初に、ゼロのサブキャリアでインターレースせずに、デシメート
されたＦＦＴサイズを使用してプリアンブルシーケンスのＩＦＦＴを行い、その後時間的
にＩＦＦＴの出力を反復することである。これらの２つの方法は数学的に等しい。図５Ａ
は第２の方法を可視化するための説明図である。
【００３５】
　この新しい共通のプリアンブルまたはポストアンブルシンボル構造により、短いプリア
ンブルセクション内の反復特性は自己相関によってシンボル時間を検出するために使用さ
れることができる。反復された短いプリアンブルパターンはまた周波数オフセットの評価
に使用されることができる。共通のプリアンブルまたはポストアンブルシンボル時間が検
出され、周波数オフセットが補正された後、ＭＳＳ受信機は共通の長いプリアンブルまた
はポストアンブルセクションの処理を開始できる。
【００３６】
　このようにして共通の長いプリアンブルまたはポストアンプルは１以上の機能に対して
使用されることができる。例えば、長いプリアンブルまたはポストアンプルはさらに正確
なシンボルタイミングを実現するために使用されることができる。時間的に長い長さを有
する共通の長いプリアンブルセクションの特別な構造はさらに大きいタイミングエラーを
許容するために使用されることができる。それ故、共通の長いプリアンブルセクションは
さらに良好なタイミング及び周波数同期を実現するために、長いプリアンブルまたはポス
トアンブル相関プロセスを通してチャンネルプロフィールを計算するために使用されるこ
とができる。別の例では、長いプリアンブルまたはポストアンブルは、時間的にさらに延
長した長さを有する付加的な情報を伝送するために使用されることができ、その情報は短
いプリアンブルまたはポストアンブルに含めることが困難である可能性がある。ここで説
明する特別な例では、共通の長いプリアンブルまたはポストアンブルセクションは、レガ
シーセル特定プリアンブルシンボル320、410、450にわたって検出するための候補セル特
定プリアンブルシーケンスの数を減少するために移動局により使用されるグループＩＤシ
ーケンスを伝送するために使用される。
【００３７】
　長いプリアンブルまたはポストアンブル中のグループＩＤシーケンスを使用する１例が
図５Ａと図５Ｂに示されており、ここでは長い及び短いプリアンブルの両者を有する付加
的なＯＦＤＭシンボルは、図３のＡと図４Ｃのようなプリアンブルとしてレガシーセル特
定プリアンブルシーケンスシンボルと共にサブフレーム中に含まれている。同様に、長い
及び短いポストアンブルの両者を有する付加的なＯＦＤＭシンボルは、図４Ａのようなポ
ストアンブルとしてサブフレーム中に含まれることができる。
【００３８】
　図５Ａと図５Ｂのプリアンブルの例を参照すると、前述の表１に示されているようにセ
ル特定プリアンブルシーケンスは最初に、例えば８グループ等の幾つかのグループに分割
される。図４Ｄはこのようなグループ割当ての１例を示している。各グループは特有の長
いプリアンブルシーケンスにより識別され、それはレガシーセル特定プリアンブルに対す
るグループＩＤとして扱われることができる。この例では、８つの異なるグループでは全
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部で８つの長いプリアンブルシーケンスが存在している。各ＢＳはその長いプリアンブル
520のＩＦＦＴの反復を、図５Ｂに示されているように共通のプリアンブルの第２のセク
ション中のレガシープリアンブルグループＩＤとして送信する。したがって、特定のグル
ープの基地局に対しては、長いプリアンブルが共通である。長いプリアンブルは、グルー
プＩＤのシーケンスにおいて相違するために、異なるグループでは異なっている。ＭＳＳ
は、可能な長いプリアンブルシーケンスの数がさらに少なく（８のみ）、さらにプリアン
ブルの長さが短い（レガシープリアンブル長さの１／４のみ）ために、非常に複雑性を少
なくして、このグループＩＤを検出することができる。ＭＳＳがプリアンブルグループＩ
Ｄを知ると、ＭＳＳは受信されたレガシーセル特定プリアンブルシンボルにわたって、そ
の識別されたグループ内で可能なセル特定プリアンブルシーケンスの検索を開始すること
ができる。この例では、各グループ中の可能なセル特定プリアンブルシーケンスの数は、
セル特定プリアンブルシーケンスの総数の１／８に過ぎず、これはグループ区分がない場
合の１１４の代わりに、１５または１６である。
【００３９】
　動作において、移動局は最初に、ＣＰ512と短いプリアンブル514を処理して、時間及び
周波数において初期的な同期を設定する。次に、長いプリアンブル520が（１）時間及び
周波数における微細な同期と、（２）受信されたサブフレームのグループの識別のために
移動局により処理される。グループの識別は、受信された長いプリアンブル512と既知の
グループ識別シーケンスとの間の相関により行われることができる。グループが選択され
た後、移動局は受信されたサブフレーム中の受信されたレガシーセル特定プリアンブルシ
ーケンスと、識別されたグループ内のレガシーセル特定プリアンブルシーケンスとを相関
するように進行する。したがって、受信されたレガシーセル特定プリアンブルシーケンス
と識別されたグループ外のレガシーセル特定プリアンブルシーケンスとの自己相関は移動
局によって行われない。このことは移動局における各サブフレームの処理時間を減少させ
る。
【００４０】
　別の構造では、長いプリアンブル及び短いプリアンブルは異なるＯＦＤＭシンボル中に
置かれることができる。各短いプリアンブルは依然として各長いプリアンブルよりも短い
が、長いプリアンブル及び短いプリアンブルの両者が共通のＯＦＤＭシンボル内に位置さ
れる図５Ａの設計では短いプリアンブルよりも時間的に長い可能性がある。このようにし
て、別々のＯＦＤＭシンボル中の短いプリアンブルは、長いプリアンブルが以下の例のサ
ブグループＩＤシーケンスを含みながら、例えばグループＩＤシーケンスのような正に共
通のシーケンス以外の付加的な情報を含めるのに十分な長さであることができる。
【００４１】
　図６Ａおよび６Ｂは多数の同一のプリアンブル602と、時間的に先頭の短いプリアンブ
ルの前の１つのＣＰとを有する短いプリアンブルＯＦＤＭシンボルの１例と、多数の長い
プリアンブル604と、時間的に先頭の長いプリアンブルの前の１つのＣＰとを有する別々
の長いプリアンブルＯＦＤＭシンボルの１例をそれぞれ示している。短いおよび長いプリ
アンブルシンボルは単一のサブフレームまたは２つの異なる隣接するサブフレームで使用
するように設計されている。別々のＯＦＤＭシンボルにおける共通の短いプリアンブルシ
ーケンスおよび共通の長いプリアンブルシーケンスのこの使用は、さらにセル探索速度と
その他のセル探索の局面を強化できる。図６Ａでは、共通の短いプリアンブルは短いプリ
アンブル602のＩＦＦＴの８つの反復と１つのＣＰである。図６Ｂでは、共通の長いプリ
アンブルまたは長いポストアンブルシンボルは長いプリアンブル604のＩＦＦＴの４つの
反復と１つのＣＰである。短い及び長いプリアンブルのこのような別々のＯＦＤＭシンボ
ルは種々の構成で、ダウンリンクサブフレームを構成するために使用されることができる
。短い及び長いプリアンブルの別々のＯＦＤＭシンボルに基づいたダウンリンクサブフレ
ームの例をそれぞれ図６Ｃ乃至６Ｈを参照して説明する。
【００４２】
　図６Ｃは、共通の短いプリアンブルシンボル610と共通の長いプリアンブルシンボル614
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がそれぞれ交互のダウンリンクサブフレームでレガシープリアンブルシンボル612と616の
前に挿入されているダウンリンクサブフレームを示している。第１に、レガシーセル特定
プリアンブルシーケンスは前述の表１に示されているように、４つの異なるグループに分
割されている。各グループは特有の短いプリアンブルＰＮシーケンスで識別されることが
できる。この短いプリアンブルＰＮシーケンスは、グループ内のレガシーセル特定プリア
ンブルに対するグループＩＤを表すために使用されることができる。各プリアンブルグル
ープはさらに８つの異なるサブグループに分割され、各サブグループは特有の長いプリア
ンブルＰＮシーケンスによって識別されることができる。この長いプリアンブルＰＮシー
ケンスはレガシーセル特定プリアンブルに対するサブグループＩＤを表すために使用され
ることができる。この例示的なグループ及びサブグループ方式では、全部で８つの長いプ
リアンブルＰＮシーケンスが存在する。全てのＭＳＳは予め定められた標準化されたデフ
ォルトによって短い及び長いプリアンブルＰＮシーケンスを認知しており、例えば周波数
における８つの長いプリアンブルシーケンスは、そのＩＦＦＴが時間における反復パター
ンに適合するために必要であるならば、末尾から切り詰められた、表１からの第１の８つ
のレガシーＰＮシーケンスであってもよい。４つの短いプリアンブルＰＮシーケンスは類
似の方法で標準化されることができる。
【００４３】
　特別な例として、表１でインデックスｉを有するセル特定プリアンブルのグループＩＤ
 PreambleGroupIDiと、サブグループＩＤ PreambleSubGroupIDiは以下のように、その対
応するＩＤcelliに関連されることができる。　
【数２】

【００４４】
　ここで［　］は整数の演算子を表し、ｍｏｄ［　］はモジュール演算子を表している。
各グループＩＤに関連されるレガシーセル特定プリアンブルシーケンスは３１または３２
個存在する。同じＩＤｃｅｌｌ番号を共有するセル特定プリアンブルシーケンスは同じグ
ループの同じサブグループ中にある。各サブグループＩＤはグループＩＤが知られていな
いならば、１５または１６個のレガシーセル特定プリアンブルＰＮシーケンスに関連され
ることができる。グループＩＤも知られているならば、各サブグループＩＤは３または４
個のレガシーセル特定プリアンブルＰＮシーケンスに関連されることができる。
【００４５】
　共通の短い及び長いプリアンブルの検出後、ＩＤｃｅｌｌ番号は共通の短い及び長いプ
リアンブルが表すＩＤ番号の組合せにより得られることができる。例えば、０から３の数
であってもよいＩＤｃｅｌｌの２つの上位桁ビット（ＭＳＢ）の値は、共通の短いプリア
ンブルＰＮシーケンスの検出から知られたグループＩＤである。０から７の数であり得る
残りの３つの下位桁ビット（ＬＳＢ）の値は、長いプリアンブルＰＮシーケンスの検出か
ら知られたサブグループＩＤである。
【００４６】
　図６Ｃで示されている例では、ＢＳは偶数のサブフレーム毎にレガシーセル特定プリア
ンブルに対するグループＩＤとしてその短いプリアンブルを送信する。ＭＳＳは、可能な
短いプリアンブルシーケンスがさらに少数であり（４のみ）、またプリアンブルの長さが
短い（レガシープリアンブル長さの１／８のみ）ために、非常に複雑性を少ない状態で、
このグループＩＤを検出できる。ＭＳＳがプリアンブルグループＩＤを得ると、これはレ
ガシーセル特定プリアンブルシンボルにわたって、その特定のグループ内の可能なセル特
定プリアンブルシーケンスの検索を開始できる。各グループ中の可能なセル特定プリアン
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ブルシーケンス数はセル特定プリアンブルシーケンスの総数の１／４に過ぎない。さらに
、ＢＳは奇数のサブフレーム毎にレガシーセル特定プリアンブルに対してグループＩＤと
してその長いプリアンブルを送信する。ＭＳＳは、可能な長いプリアンブルシーケンスの
数がさらに少なく（８のみ）、またプリアンブルの長さが短い（レガシープリアンブル長
さの１／４のみ）ために、非常に複雑性が少なくて、このグループＩＤを検出できる。
【００４７】
　この特定の状態下で、セル特定プリアンブルシーケンスの候補を識別するシナリオが２
つ存在することができる。
【００４８】
　１．ＭＳＳが既に先のサブフレームからグループＩＤを獲得しているならば、ＭＳＳが
長いプリアンブル相関によってレガシープリアンブルサブグループＩＤを知ると、ＭＳＳ
は直ちにＩＤｃｅｌｌ番号を知る。ＭＳＳはレガシーセル特定プリアンブルシンボルにわ
たって特定のＩＤｃｅｌｌを有する可能なセル特定プリアンブルシーケンスの検索を開始
する。各グループ中の可能なセル特定プリアンブルシーケンスの数はセル特定プリアンブ
ルシーケンスの総数の１／３２に過ぎず、それは３または４である。
【００４９】
　２．ＭＳＳがグループＩＤを知らずに、長いプリアンブル相関を通してサブグループＩ
Ｄの獲得に成功することができるならば、ＭＳＳはセル特定プリアンブルシーケンスの候
補が４つのグループのうちのいずれかの特定のグループに存在する可能性があることを知
る。それ故、ＭＳＳはレガシーセル特定プリアンブルシンボルにわたって４つの全てのグ
ループの特定のサブグループ内での可能なセル特定プリアンブルシーケンスの検索を開始
できる。セル特定プリアンブルシーケンスの候補の総数はセル特定プリアンブルシーケン
スの総数の１／８であり、これは１５または１６である。
【００５０】
　さらに、共通の短い及び長いプリアンブルシーケンスによって、シーケンスの自己相関
特性を使用することによって、移動局でシンボル時間を検出することは比較的容易に可能
である。短いプリアンブルパターンの反復はまた周波数オフセットを評価するために使用
され、これはＣＰをベースとする方法よりも良好な性能を有するであろう。ＭＳＳ受信機
はさらに、長いプリアンブル相関プロセスを行い、それによって良好なタイミング及び周
波数同期を実現し、検索のための候補セル特定プリアンブルシーケンスの数を減少させる
。
【００５１】
　図６Ｄは、２つの隣接するサブフレームで別々に長い及び短いプリアンブルシンボルを
使用する別の使用例を示している。この例では、共通の短いプリアンブルシンボル622と
共通の長いプリアンブルシンボル626は、共通のプリアンブルシンボル622と共通の長いプ
リアンブルシンボル626がそれぞれレガシーセル特定プリアンブル620と624の後に位置さ
れる点を除いて、それぞれ図６Ａと６Ｂで示されているものと同じである。このシンボル
の配置では、共通の短いプリアンブルシンボル622または共通の長いプリアンブルシンボ
ル626がサブフレーム毎に必要とされないならば、レガシーセル特定プリアンブル620と62
4は常に各サブフレームの第１のＯＦＤＭシンボルである。結果として、図４Ｂ対図３の
Ｂに示されている理由と類似の理由で、ＭＳＳ受信機のハードウェアおよび／またはソフ
トウェアは簡単にされる。
【００５２】
　構造の複雑性を減少するという同じ理由で、図６Ｅは別の代わりの構成の実施例を示し
ており、ここでは共通の短いポストアンブルシンボル632と共通の長いポストアンブルシ
ンボル636とは、この共通の短いポストアンブルシンボル632と共通の長いポストアンブル
シンボル636がそれぞれ２つの異なるダウンリンクサブフレームの末尾に位置され、それ
によってレガシーセル特定プリアンブル（630と634）は各サブフレームの第１のＯＦＤＭ
としての状態を維持する点を除いて、それぞれ図６Ａと図６Ｂに示されている共通の短い
および長いプリアンブルと同じである。
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【００５３】
　図６Ｆは、１つのサブフレーム内で長い及び短いプリアンブルシンボルを使用する１例
を示している。共通の短いプリアンブルシンボル640と共通の長いプリアンブルシンボル6
42はそれぞれ図６Ａおよび図６Ｂで示されているものと同じであり、共通の短いプリアン
ブルシンボル640と共通の長いプリアンブルシンボル642は同じダウンリンクサブフレーム
中のレガシーセル特定プリアンブルシンボル644の前に挿入される。
【００５４】
　図６Ｇは、１つのサブフレーム内で長い及び短いプリアンブルシンボルを使用する別の
例を示している。共通の短いポストアンブルシンボル652と共通の長いポストアンブルシ
ンボル654はそれぞれ図６Ａおよび図６Ｂで示されているものと同じである。共通の短い
プリアンブルシンボル652と共通の長いプリアンブルシンボル654はレガシーセル特定プリ
アンブルシンボル650の後に位置され、それによって、レガシーセル特定プリアンブルシ
ンボル650は、共通の短いプリアンブルシンボル652と共通の長いプリアンブルシンボル65
4がどのように頻繁に挿入されても、各ダウンリンクサブフレームの第１のＯＦＤＭシン
ボルとしての状態を維持し、それ故、ＭＳＳ受信機の構造を簡単にする。
【００５５】
　図６Ｈは、１つのサブフレームの構成内で長い及び短いプリアンブルシンボルを使用す
るさらに別の例を示している。共通の短いポストアンブルシンボル662と共通の長いポス
トアンブルシンボル664は図６Ａおよび図６Ｂで示されている共通の短いおよび長いプリ
アンブルと同じである。共通の短いポストアンブルシンボル662と共通の長いポストアン
ブルシンボル664はダウンリンクサブフレームの末尾に位置され、それによって、レガシ
ーセル特定プリアンブルシンボル660は、各ダウンリンクサブフレームの第１のＯＦＤＭ
シンボルとしての状態を維持し、それ故、ＭＳＳ受信機の構造を簡単にする。
【００５６】
　前述の長い及び短いプリアンブルはまたＭＩＭＯ（多入力多出力）アンテナ技術で可能
なＢＳをサポートするために使用されることができる。ＭＩＭＯアンテナ技術は送信機、
例えば基地局で２以上の送信アンテナを使用し、それによってマルチパスフェーディング
を含めた種々の要素による信号のフェーディングを緩和するために空間－時間コード化（
ＳＴＣ）に基づいた（しばしば“送信ダイバーシティ”と呼ばれる）送信ダイバーシティ
を実行する。
【００５７】
　幾つかの構成では、共通の短い及び長いプリアンブルＰＮシーケンスは、図７Ａ、７Ｂ
、７Ｃに示されているように、サブシーケンスに分割されることができる。各短いプリア
ンブルＰＮシーケンスは２つのサブシーケンスを有し、各長いプリアンブルＰＮシーケン
スは以下のようなサブキャリア割当てを有する４つのサブシーケンスを有している。　
　ShortPreambleCarrierSeti＝ｉ＋２ｋ　　　　　　　（４）　
　LongPreambleCarrierSetj＝ｊ＋４ｋ　　　　　　　（５）
　ここで、ｉ＝０、１は短いプリアンブルキャリアセットの数であり、ｊ＝１、２、３は
長いプリアンブルキャリアセットの数であり、ｋは動作しているＰＮシーケンスビットイ
ンデックス０、１、２、３、４、…である。表２は４つまでのアンテナをサポートするＭ
ＩＭＯ能力を有する共通の短いおよび長いプリアンブルのキャリアセット割当ての例を列
挙している。　
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【表２】

【００５８】
　図７Ａは、表２に列挙されているような２個のアンテナ構造の場合の短いプリアンブル
ビットとサブキャリア割当ての１例を可視化している。短いプリアンブルの偶数のビット
からなる短いプリアンブルの１つのサブシーケンスは（図５Ｂに示されているサブキャリ
アの全セットと比較して）サブキャリアの１／２セットに割当てられ、その後、間のサブ
キャリアはゼロに設定され、それからＩＦＦＴが行われ、ＣＰが付加され、結果的な波形
がアンテナ１で送信される。他方で、短いプリアンブルの奇数のビットからなる他のサブ
シーケンスはサブキャリアの他方の半分のセットに割当てられ、その後、間のサブキャリ
アはゼロに設定され、ＩＦＦＴが行われ、ＣＰが付加され、結果的な波形がアンテナ２で
送信される。ＭＳＳはアンテナ１と２から混合した短いプリアンブル信号を受信する。Ｆ
ＦＴ演算後、ＭＭＳ受信機はグループＩＤを見つけ出すために相関プロセスのための全体
的な短いプリアンブルシーケンスを使用することができる。
【００５９】
　図７Ｂは、表２に列挙されているように２個のアンテナ構造の場合の長いプリアンブル
ビットとサブキャリア割当ての１例を可視化している。長いプリアンブルの奇数のビット
からなる長いプリアンブルの４つのサブシーケンスのうちの２つは、サブキャリアの１／
２セットに割当てられ、その後、間のサブキャリアはゼロに設定され、ＩＦＦＴが行われ
、ＣＰが付加され、結果的な波形がアンテナ１で送信される。他方で、長いプリアンブル
の偶数のビットからなる他の２つのサブシーケンスはサブキャリアの他方の半分のセット
に割当てられ、その後、間のサブキャリアはゼロに設定され、ＩＦＦＴが行われ、ＣＰが
付加され、結果的な波形がアンテナ２で送信される。ＦＦＴ演算後、ＭＭＳ受信機はサブ
グループＩＤを見つけ出すために相関プロセスのための全体的な長いプリアンブルシーケ
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ンスを使用することができる。その後、ＭＳＳは検出されたグループＩＤとサブグループ
ＩＤが与えられた限定された数の可能な候補のレガシーセル特定プリアンブルを検出する
ことができる。
【００６０】
　図７Ｃは、表２に列挙されているように３個のアンテナ構造の場合の長いプリアンブル
ビットとサブキャリア割当ての１例を可視化している。長いプリアンブルの偶数のビット
からなる長いプリアンブルの４つのサブシーケンスのうちの２つはサブキャリアの１／２
セットに割当てられ、その後、間のサブキャリアはゼロに設定され、ＩＦＦＴが行われ、
それからＣＰが付加され、結果的な波形がアンテナ３で送信される。他方で、２つの残り
のサブシーケンスの一方はサブキャリアの２つの残りの１／４セットの一方に割当てられ
、その後、間のサブキャリアはゼロに設定され、それからＩＦＦＴが行われ、ＣＰが付加
され、結果的な波形がアンテナ１で送信される。類似のプロセスがアンテナ２で使用され
る。
【００６１】
　表２で示されているように、周波数ダイバーシティを探索するために可能な限り多く、
同じアンテナで短い及び長いプリアンブルのサブシーケンスに対する異なるサブキャリア
を使用するように試みる。
【００６２】
　構造では、前述の技術及びそれらの変形はコンピュータソフトウェアの命令またはファ
ームウェアの命令として実行されることができる。このような命令は１以上のマシンの読
取可能な記憶媒体を有する物体に記憶されるか、１以上のコンピュータに接続された１以
上のマシンの読取可能な記憶装置に記憶されることができる。動作において、命令はマシ
ンに前述したような機能及び動作を行わせるために例えば１以上のコンピュータプロセッ
サによって実行される。例えば、ダウンリンクサブフレームを発生する技術は基地局に記
憶されているコンピュータ命令または基地局を制御する制御モジュールとして構成される
ことができる。ダウンリンクサブフレームを処理する技術は、移動局に記憶されているコ
ンバータ命令として実行されることができる。
【００６３】
　数個の例についてのみ説明した。しかしながら他の構成及び改善をここで説明し示した
技術に基づいて行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】時間ドメインＯＦＤＭＡダウンリンクサブフレーム構造の１例を示す図。
【図２】典型的なプリアンブル検出手順を示す図。
【図３】レガシープリアンブルの前に共通のプリアンブルが付加されているダウンリンク
サブフレーム構造の１例と、共通のプリアンブルがサブフレーム毎に送信されないときの
レガシーセル特定プリアンブルで異なる位置を有する欠点とを示す図。
【図４Ａ】共通のポストアンブルを有する例示的なダウンリンクサブフレーム構造の図。
【図４Ｂ】共通のポストアンブルがサブフレーム毎に送信されないとき、レガシーセル特
定プリアンブルがサブフレーム毎に第１のＯＦＤＭシンボルの状態を維持している図。
【図４Ｃ】レガシープリアンブルの後に共通のプリアンブルが付加される例示的なダウン
リンクサブフレーム構造を示す図。
【図４Ｄ】グループ識別番号を有する異なるグループに１９個の隣接する基地局を分割す
るセル構造の１例を示す図。
【図５Ａ】１つのＯＦＤＭシンボル中に２つの共通のプリアンブルシーケンスを含んでい
る共通のプリアンブルまたはポストアンブルの例示的なＯＦＤＭシンボル構造を示す図。
【図５Ｂ】ＩＦＦＴ演算後に時間における反復パターンを得るために周波数におけるプリ
アンブルシーケンスのインターレースする割当てパターンを示す図。
【図６Ａ】共通の短いプリアンブルまたはポストアンブルシンボルの例示的なＯＦＤＭシ
ンボル構造を示す図。



(24) JP 4918488 B2 2012.4.18

10

20

【図６Ｂ】共通の長いプリアンブルまたはポストアンブルシンボルの例示的なＯＦＤＭシ
ンボル構造を示す図。
【図６Ｃ】共通の短い及び長いプリアンブルシンボルが、異なるサブフレームのレガシー
セル特定プリアンブルの前に挿入されているダウンリンクサブフレームの例示的な送信を
示す図。
【図６Ｄ】共通の短い及び長いプリアンブルシンボルが、異なるサブフレームのレガシー
セル特定プリアンブルの後に挿入されているダウンリンクサブフレームの例示的な送信を
示す図。
【図６Ｅ】共通の短い及び長いポストアンブルシンボルが、異なるサブフレーム中に挿入
されているダウンリンクサブフレームの例示的な送信を示す図。
【図６Ｆ】共通の短い及び長いプリアンブルシンボルが、同じサブフレーム中のレガシー
セル特定プリアンブルの前に挿入されている例示的なダウンリンクサブフレームを示す図
。
【図６Ｇ】共通の短い及び長いプリアンブルシンボルが、同じサブフレーム中のレガシー
セル特定プリアンブルの後に挿入されている例示的なダウンリンクサブフレームを示す図
。
【図６Ｈ】共通の短い及び長いポストアンブルシンボルが、同じサブフレーム中に挿入さ
れている例示的なダウンリンクサブフレームを示す図。
【図７Ａ】２個のアンテナ構造の場合における短いプリアンブルビット及びサブキャリア
割当ての１例を示す図。
【図７Ｂ】２個のアンテナ構造の場合における長いプリアンブルビット及びサブキャリア
割当ての１例を示す図。
【図７Ｃ】３個のアンテナ構造の場合における長いプリアンブルビット及びサブキャリア
割当ての１例を示す図。
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【図３】
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